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Ⅰ 危機管理について  

 １ 危機管理の目的 

  近年、学校内外において事件・事故が頻発したり、予期せぬ自然災害が発生したりするな  

ど、子どもたちが安全に安心して日常生活を送ることができない状況がみられる。子どもた  

ちがのびのびと健やかに成長するためには、学校における安全の確保が極めて重要である。 

  また、教職員に対する保護者や世間の目が一層厳しくなってきており、日常の教育活動の  

円滑な展開や学校への信頼回復のためにも、職員が危機管理意識を一層高めるとともに、社  

会の変化を踏まえたより効果的な危機管理体制の確立を図ることが大切である。 

【危機管理の目的】 

○ 生徒及び職員の安全を確保すること 

○ 学校と生徒・保護者・地域社会との信頼関係を保つこと 

○ 組織的で迅速かつ的確な対応により、学校を安定した状態にすること 

 

 ２ 危機管理のプロセス 

  (1) 危機の予知・予測 

 

 

 

 

 

 

 日頃から学校内外を問わず各種の情報を収集し、その収集した情報を分析・判断し、危

機発生の可能性について自己の感覚を高め、研ぎ澄ますことが必要である。しかし、数多

の情報の中から「異常・非常」を感知・察知することは個々人によって差異がある。異常

を見逃したり、拡大させたりしないためには、事態を一人で受け止め抱え込まないで、直

ちに関係者に「報告・連絡・相談」することである。更に、不測の事態が発生した場合に

は、マニュアルを基本にしながらも実態に応じ、状況に即応して対処する。 

 

  (2) 危機の未然防止に向けた取組 

 

 

 

 学年や分掌を核とした指導体制の点検・確認と常に保護者・地域住民・関係諸機関との

連携の強化が必要不可欠である。また、危機管理マニュアルに基づいた職員個々の責任分

担について確認する。 

 

  (3) 危機への対応と拡大の防止 

 

 

 

 

 異常と捉えた場合は、迅速に状況を把握し確認する。組織体制での対応と関係生徒及び

他の生徒への対応を早急に行うとともに、保護者や関係諸機関への連絡と対応が必要であ

る。更に、不測の事態が発生した場合には、状況に即して、マニュアルを基本に臨機応変

に対処しなければならない。 

 

  (4) 対応の事後評価と再発防止に向けた取組 

 

 

 

 問題が解決したからといって一件落着とはいかない。今回の事態を今後の危機管理に生

かす事例として、「危機が発生した要因」「危機への対応についての反省と評価」「指導

体制の見直しと再編成」について検討し改善を図る。 

 

  (5) 信頼回復に向けた取組 

 

 

 

 危機発生により学校の信頼を損ねる場合があることから、再発防止の方策とともに、生

徒・保護者・地域社会からの信頼を回復するための方策について検討し、保護者・学校評

議委員等の協力を得ながら、職員が一体となって取り組む必要がある。 
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 ３ 危機管理の５原則 

  (1) 迅速な対応 

  (2) 状況把握 

  (3) 明確な判断 

  (4) 報告・連絡・記録化 

  (5) 臨機応変な対応 

 

Ⅱ 日常的な心がけ事項  

 

 １ 出勤時  

  ○ 保護者からの連絡や当日の準備等を考えて時間に余裕を持って出勤をする。 

  ○ 自家用車で出勤する職員は、事故・違反等のない余裕ある運転をするよう、安全運転に 

   努める。 

  ○ 服装や身だしなみについては、清潔な節度のあるものとする。 

  ○ 職員が率先して挨拶を励行する。 

 

 ２ 勤務時  

   朝・帰りの短学活を大切にする。 

  ○ 連絡事項の時間だけに終わらせず、担任は十分に内容の工夫をする。 

  ○ 時間を大切にする。 

  ○ 教師自らチャイムを守る努力をし、終了時も最後まで生徒を掌握する。 

  ○ 教材研究を大切にし、「授業が勝負」の姿勢をもつ。 

  ○ 教室環境整備の工夫する。 

  ○ 各掲示場所の有効活用で学習環境として適した雰囲気づくりをする。 

  ○ 施設設備の異常はすぐ報告する。 

  ○ 使用した施設設備・備品等の破損は直ちに管理職に報告する。 

  ○ 休み時間、昼休み等に校舎内を巡視したり、教室の訪問で生徒との交流を深め、信頼関 

   係を醸成する。 

  ○ 給食は準備段階から、きちんとついて指導する。 

  ○ 清掃指導をしっかりと行い、清潔な環境づくりをする。 

  ○ 部活動担当教師は、その場について指導をする。 

  ○ 全職員が生徒の様子の日常的な観察を継続し、担任との情報交流をする。 

  ○ 電話の応対や来客者への接遇を丁寧に適切に行う。 

 

 ３ 退勤時  

  ○ 机上の整理・整頓を心がける。 

  ○ 担任は教室を、特別教室の担当者は特別教室を一巡して整理整頓の状況や異常の有無、 

   窓の施錠、電気の消灯、電気器具のコンセントを抜く。ガス栓等の確認をする。 

  ○ 個人情報記載文書、通知表、指導要録等は学校から持ち出さない。 

  ○ 現金、貴重品等は学校に置かない。 

  ○ 個人情報の入ったパソコンを机の上に置いたままにすることなく管理を厳重にする。 
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 ４ 帰宅時  

  ○ 泊を伴って勤務地を離れる場合は、管理職に所在地の連絡先を報告する。 

  ○ 自宅周辺の環境整備に努め、地域住民の一人としての自覚を持ち行動する。 

  ○ 自家用車の運転にあたっては、交通事故や交通違反のないように心がける。 

  ○ 不祥事を起こすことのないよう教育公務員として自覚ある言動を心がける。 

 

Ⅲ 積極的予防対策 

 １ 登下校時の安全 

  (1) 生徒指導上の留意 

      ① 不審者、不審車輛への対応 

   ② 動物等への対応（熊、野犬等） 

   ③ 危険箇所の把握と登下校のきまりの指導 

  (2) 交通安全指導 

   ① 自転車の乗り方指導 

    ・ 安全点検、並走・二人乗り禁止、スピ－ドの出し過ぎ禁止、無灯火の禁止等 

   ② 道路歩行、道路横断等安全指導 

   ③ 関係機関との連携指導 

    ・ 交通安全協会、交通防災係、警察との連携 

 

 ２ 防災教育 

  (1) 防災訓練の実施             

  (2) 防災意識の高揚                               

  (3) 施設設備点検の徹底                     

 

 ３ いじめ及び校内暴力防止 

  (1) 日常観察・指導の徹底 

   ① 登下校時、短学活、授業、休み時間、給食時、清掃時、部活時、放課後等、「いつでも、 

    どこでも」の徹底  

   ② 「いじめや暴力を許さない、出さない」学級・学年・学校の取り組み 

   ③ 日常的な教師集団による情報交流の強化 

  (2) 教育相談活動の充実 

   ① 生徒指導部を中心とした指導体制の確立 

   ② 随時相談、定期教育相談週間の活用 

   ③ 関係機関の活用 

  (3) 生徒会活動の活用 

   ① いじめや暴力追放の取組 

   ② 挨拶運動の取組 

  (4) ＰＴＡや地域、関係機関の協力 

   ① ＰＴＡとの連携、協力 

   ② 学校・地域ぐるみの取組 

 

 ４ 負傷事故の防止 

  (1) 集団行動の仕方の指導 

   ① 学校行事（特に体育的行事、集団宿泊的行事等） 

    ・ 学校行事に関する学級指導の充実 

   ② 学校生活のル－ル遵守 
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    ・ 学級内や休み時間の生活の在り方 

  (2) 日常生活における落ち着いた行動 

   ① 各教科での安全指導 

    ・ 正しい作業方法や用具の使い方 

   ② 家庭生活の在り方                               

 (3) 部活動による負傷の防止 

  (4) 養護教諭による取組 

 

 ５ 不登校生徒に対して 

  (1) 日常のふれあいの重視、生徒理解を図る取組の充実 

  (2) 教育相談や家庭訪問の充実、保護者との連携した対応 

  (3) 原因の究明とその解消、関係機関との連携 

 

 ６ 職員の交通安全・体罰等に対して 

  (1) 年度始めの指導、朝の職員打合せ等で啓発し遵法意識の高揚を図る。 

   ① 職場の交通安全宣言の策定 

   ② 体罰に対する基本方針                             

    ・ 体罰のない学校教育の実現                      

   ※ 体罰はいかなる事情があっても法の下に加えることができない。(学校教育法第 11 条) 

   ※ 体罰は生徒の人権侵害であるとともに、教師と生徒の信頼関係を失わせる行為であり、 

    決して許されるものではない。 

  (2) 事例及び法令研修 

   ① 通知文書を参考にした交通違反、交通事故の事例 

   ② 体罰、セクハラ等の事例 

 

 ７ 学校施設・設備の点検  

  (1) 共通事項 

   ① 各施設窓の施錠と点検、及び施設設備破損状況の点検 

   ② 消火器の配置と消火液充填の点検確認 

   ③ その他の施設（階段、廊下、非常階段、非常口）の安全管理と点検 

  (2) 教室の施設・設備と環境保全 

   ① 机、椅子、教卓、棚、ＴＶ等の配置と固定状況の確認 

   ② 壁や窓ガラスの破損、床面の破損の点検 

   ③ 通風、換気、暖房の点検 

   ④ 照明器具、採光の点検と落下防止の確認 

  (3) 体育施設の安全管理 

   ① 屋内体育館の床面の管理、点検 

   ② 各種体育器具の点検と安全な活用 

   ③ 付属設備、固定施設等の定期点検 

   ④ 用具室、更衣室、トイレ等の管理と点検 

   ⑤ グラウンドの管理と点検整備 

  (4) 特別教室の管理 

   ① 共通事項 

    ・ 教室及び準備室の出入り管理の徹底 

    ・ 教室及び戸棚の錠と鍵の管理 
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   ② 理科室の管理点検 

    ・ 戸棚、実験台の配置と転倒防止の確認 

    ・ 物品の運搬、格納の状態の点検 

    ・ 器具類、薬品類の整理と点検、紛失防止対策 

    ・ 熱源、電源の管理と長期休業前後の点検   

    ・ 薬品の使い方、後始末などの一般的注意の掲示 

    ・ 消火器、防火バケツや簡単な救急薬品の準備と点検 

   ③ 技術科室（木工室）の管理 

    ・ 電源盤、分電盤のスイッチの安全確認と点検 

    ・ 工具類の確認と点検（使用前後）と作業中の安全確認 

    ・ 可燃物（カンナ屑や木片）の処理の確認と消火器の確認 

    ・ 引火性の油類や塗料等の安全な収納と管理点検 

    ・ 戸棚や工作台の配置と転倒防止や危険防止 

   ④ 家庭科室の管理 

    ・ 戸棚や調理台の配置と転倒防止や危険防止 

    ・ 電気コンロやガスコンロの使用前後の点検（元栓、ホ－ス等） 

    ・ 調理用器具の確認と点検（使用前後）と実習中の安全確認 

    ・ 引火性の油類の安全な収納と管理点検 

    ・ 調理用素材の保存や管理 

   ⑤ 音楽室の管理 

    ・ 楽器収納棚の整理整頓と転倒防止 

    ・ ピアノの足の固定の確認 

    ・ 音響装置の転倒防止と定期点検 

   ⑥ 各準備室の管理 

    ・ 教材、備品等の整理整頓 

    ・ 電気関係のコ－ド、スイッチの確認 

    ・ 照明、窓の施錠の確認 

   ⑦ 職員室の管理 

    ・ 机、本棚の整理整頓とロッカ－の転倒防止 

    ・ 照明の落下防止と点検    

    ・ 電気系統の点検と蛸足配線の防止 

    ・ 緊急放送設備の定期点検 

    ・ 公簿の整理整頓と緊急持ち出し及び焼失防止対策 

    ・ 貴重品（金銭含む）の保管対策 

   ⑧ 保健室の管理 

    ・ 薬品棚の整理整頓と転倒防止 

    ・ 照明の落下防止と点検 

    ・ 器具類、薬品類の使い方、後始末などの一般的注意の掲示 

    ・ 薬品の使用点検と紛失防止 
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Ⅳ 災害時の対応 

 １ 地震、津波等における学校の対応 

  (1) 警報が発令されたり気象状況が悪化した場合、生徒の通学上の安全や学習上の安全・効 

   果を考慮し、対応について速やかに判断する。 

    ＜臨時休業、登下校時間変更時の基本連絡体制＞ ＊市教委の連絡系統図に従う 

    ＊中学校区の校長間による協議・決定→教頭への指示→職員への指示→家庭への指示 

                                                      教育委員会（学校教育係）への報告 

                                                      給食センター長への報告  

     （ 状況により市教委、校長会とも連絡し合い、臨時休業等の措置決定をする ） 

  (2) 気象情報や道路・津波の状況を問い合せる。 

  (3) 災害によっては、消防・病院との連絡を密にする。 

  （4）災害状況と対応 

   ① 地震、津波等における「臨時休校」の取り扱い 

    ○ 状況に応じ、指示する。 

     ⇒ 発生時刻により「通常登校」又は「時間差登校」も有り得る。 

     ⇒ 連絡網、報道機関の活用 

   ② 在校中の地震等に対する対応 

    ○ 登校途中における対応 

     ・ 直ちに、通学路の点検を行い、生徒の安全を確認する。 

     ・ 保護者の迎えと自宅の安全を確認できる生徒に関しては帰宅を許可する。 

    ○ 在校中における対応 

     ・ 落石中学校災害マニュアルに従い対応する。 

   ③ 勤務時間外における教職員の出勤体制教職員の出動体制 

    ○ 校舎の安全確認 

     ・ 震度 5 以上の地震発生時は、管理職による校舎点検を行う。 

       →点検後、教育委員会へ状況を報告する。 

    ○ 避難所開設 

     ・ 津波警報発令時・暴風雨等による避難勧告発令時には管理職が学校を解錠し、 

       避難所の開設に備える。 

       →市役所からの要請により避難所を開設する。 

    ○ その他職員の出勤 

     ・ 住宅、道路の状況に応じ、指示する。 

 

   

   （主な連絡先） 

     根室市教育委員会 総務部   ２３－６１１１  

     根室市役所 総務課総務防災課 ２３－６１１１ （内線２２２２） 

     根室消防署 ２４－３１６４ 
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 ２ 事例 

 ■ 地震・津波（津波警報発令時） 

  

１．地震が発生 

 (1) 生徒への指示（例） 

 

 

 

一次避難 
 

 

    

 

 

 

 

 

 

○（教室の中では）机の下に潜り込み、机の脚をつかんで、地震がお

さまるのを待ちましょう。長周期型の地震については揺れの状況を

判断し、できるだけ早い段階で避難行動を起こさせる。 

○（廊下では）その場で頭をかかえてしゃがみましょう。教科書やカ

バンなどがあれば、それで頭を保護しなさい。 

○（校舎の外では）建物や塀などの倒れやすいもののそばから離れて

しゃがみましょう 

○ 指示で動きます。勝手な行動をしないように 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全確保 

緊急放送・指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 職員の行動 

  ～生徒に指導・対応している職員～ 

 ○ 生徒に声をかけ、落ち着かせ一次避難体制をとらせる。 

 ○ 入口のドアを開放し、避難路を確保する。 

 ○ 火気のある場所では、速やかに消火する。 

   （コンセントをはずす。ガスの元栓閉鎖） 

  ～その他の職員～ 

 ○ 被害状況と地震情報の収集をする。 

 ○ 緊急放送で指示をする。（放送の機能が麻痺している場合は、職員

   室の職員が分担して伝達する。） 

 

 

２．二次避難 

 (1) 生徒への指示（例） 

 二次避難  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急放送・指示 

 

 

避難誘導 

 

 

 

 

生徒の確認 

 

 

 

 

 

津波の確認 

 

 

 

○（地震がおさまったら）先生の指示に従って安全な場所（玄関前 ・

状況により変更あり）に避難します。 

○ 避難中は、あわてず落ち着いて静かに行動しましょう。 

  「押すな」「話すな」「離れるな」 

 

 

 

 (2) 職員の行動 

 ○ 生徒の避難誘導を行う。 

  ・授業時は担当教師が放送（指示）に従い、生徒を避難させる。 

  ・休み時間、始業前、放課後等は、職員が担当区域に駆け付け、生 

  徒を避難させる。 

 ○ 集合場所では生徒に逃げ遅れがないか、負傷者がいないか確認する。 

 ○ 生徒の引率者（担任、教科担任）は生徒のそばを離れない。 

 ○ 校舎の安全確認を行う（担当職員）。 

 ○ 火災発生時は初期消火に努める。 

 ○ 負傷した生徒の応急手当を行う。 

 ○ 大けがの場合は医療機関に搬送する。 

 ○ 津波発生の情報の把握を行う（津波情報がある場合は「津波避難」へ） 



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 (3) 関係機関との連携 

 ○ 教育委員会等と連携しながら、対応する（校長・教頭） 

 ○ 必要に応じ、関係機関と連携する。窓口を一本化（教頭）する。 

 

３．津波避難（津波警報、大津波警報、本校が避難場所） 

 (1) 職員の行動 

 ○ 避難所となる校舎の安全を確認する。 

 ○ 安全確認後、2階教室へ避難させる。 

   →避難後、人員確認→報告（職員→教頭→校長） 

  ＊避難場所は、1・2年生教室→地域住民、家庭科室→生徒・職員・保護者 

 ○ 損壊等により、学校が避難所として使用できない場合は、他の避 

  難所（小学校、落石会館等）と連絡をとり避難させる。 

 ○ 避難所開設等の決定は、市防災担当と協議の上行う。 

 (2) 生徒への指示（例） 

 

 

 

津波避難  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急放送・指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本校が避難場所に指定されています。 

○ 先生の指示に従って、２階へ避難して下さい。 

○ 先生や大人の指示に従って、保護者が来るまで待ちましょう。 

 

 

 (3) 関係機関との連携 

 ○ 教育委員会と連携しながら、対応する（校長・教頭） 

 ○ 必要に応じ、関係機関連携する。窓口を一本化（教頭）する。 

 

４．生徒の保護者への引き渡し 

 (1) 生徒への指示 

 ○ 勝手に帰宅してはいけません。 

 ○ 先生の指示に従って行動しましょう。 

 (2) 職員の行動 

 ○ 避難勧告、避難指示の発令中は絶対に下校させない。 

 ○ 避難勧告、避難指示の発令中に保護者が迎えに来た場合は、保護 

  者もそのまま学校に避難するように勧める。 

 (3) 関係機関との連携 

 ○ 教育委員会と連携しながら、対応する（校長・教頭） 

 ○ 必要に応じ、関係機関連携する。窓口を一本化（教頭）する。 

 

 

 

 

引き渡し 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の点について、年度初めに保護者に周知しておく 

 ○ 避難勧告、避難指示の発令中は絶対に下校させない。 

 ○ 避難勧告、避難指示の発令中に保護者が迎えに来た場合は、保護者もそのまま学  

 校に避難するように勧める。 

 ○ 電話が不通になる場合もある。 
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 ■ 平常日に校内において避難所を開設する場合 

  

１．根室市職員(防災担当)が到着後、避難状況の引継を行う。 

  ＊市職員がすぐに到着できない場合は、電話等により報告する。 

  ＊適宜、生徒・保護者の所在を確認する。(職員) 
 

２．開設場所・必要物資の決定 

  ・人数・被害状況を見て避難所開設場所・必要物資を決定する 

    ＊決定は市職員、必要に応じて校長・教頭による協議 

 

３．避難所開設の指示 

  ・校内放送又は各避難教室において指示する。(教頭・職員・市職員) 

   ＊混乱が起こらないように手順を踏んで指示をする。 

 

 

 

市職員への引継ぎ  

 

 

  

 避難者の確認 

 

 

 

避難場所開設の決定  

 

 

  

  

 

 

 

避難所開設の指示  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ただ今より、○○に避難所を開設します。混乱が起こらないように、 

分担して準備を行いますので、ご協力お願いします。」 

「(誰)は（どこ）から（どこ）へ(何）を運搬して下さい。」・・・ 

 

 

 

＜開設準備基本形＞＊状況に応じ、生徒も補助を行う 

   ①本部開設(開設場所・職員室) 

    市職員、校長・教頭・養護教諭・事務官・校務補 

   ②電気・食料の提供（関係物資の搬入） 

    担当学年生徒・所属職員及び地域住民 

   ③人の誘導・安全確保(人の誘導・ケガ人の把握、休憩場所の確保) 

    担当学年生徒・所属職員及び地域住民 

 

４．避難所の開設 

  ・分担ごとに必要物資を準備する。（ ）内は保管場所  

 

 

 

 避難所の開設 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①本部→避難者名簿・筆記用具(階段室)、衛星携帯電話（落石会館） 

     長机(体育館更衣室)、ハンドマイク(教材庫)、手回しラジオ兼 

    携帯電話充電器(階段室）、ホワイトボード(器具室)トランシー 

    バー(職員室）、救急道具(保健室) 

 ②電気・食料→懐中電灯(職員室)・発電機及び燃料(階段室)、ドラムリ 

        ール(教材庫)、スポットライト(放送室)、ジェットヒー 

        ター(体育館)、電気ポット(職員室)、備蓄食料[アルフ 

        ァ米・豚汁・水・粉ミルク]及び容器(家庭科準備室）、 

        カセットコンロ(階段室)、調理用長机(体育館更衣室) 

 ③人の誘導・安全→体育用マット(器具室)、パイプイス(教材庫）、 

          備蓄毛布(放送室) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作業分担・配 

・連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関への連絡 

 

 

 

 

５．関係機関へ連絡(原則、市職員が行う) 

  ・根室市(防災担当)、市教育委員会、その他消防・警察等 

  ＊近隣避難所（落石小・落石会館等）と連絡を取りながら運営する。 

  ＊適宜、生徒・保護者の所在を確認する。(職員) 

 

  

 

 

・他所との連携 

・心のケア 

＜勤務時間外の避難所開設＞ 
１．校長・教頭が市役所からの要請を受けて対応する。 

２．他の職員は、住宅、道路の状況に応じ、指示する。
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 ■ 校内に火災が発生した場合 

 １．火災を発見 

  近くの火災報知機のベルを押す。 

  発見者は職員室（校長・教頭）へ連絡 

 

２．校長の判断に基づいて、避難の指示をする。 

 ※教頭又は職員室に居合わせた職員へ 

  緊急放送で火災場所、避難場所、避難経路等指示する。 

  放送機能麻痺の場合は、職員室の職員が分担して伝達する。 

  状況に応じて、消防署・教育委員会に通報する。 

 

３．避難の手順 

  授業中 

  (1) 直ちに授業を中止し、緊急放送をよく聞く。 

  (2) 授業担当教師は放送による指示に従い生徒を避難させる。 

   （押すな・話すな・離れるなの厳守） 

 

  休み時間、始業前、放課後 

  (1) 近くの生徒が派生的にグル－プを作り、上級生がリ－ダ－となって指 

        示された通りに避難させる。 

  (2) 放送と同時に、全教師は担当区域に駆け付け、生徒を避難させる。 

 

 

 

 
 
火災の発見  
  

 
 

通報 

 

 
 
 

避難の指示  

 

 
  

 

 

緊急放送 

消防署への通報 

 

 

 

 

避 難 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

先生の指示に従 

い勝手な行動は 

しない。 

・押すな。 

・話すな。 

・離れるな。 

 

 

 

 

 

 

初期の消火活動 

重要書類の搬出 

関係機関へ連絡 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教室   

 

 

 

 

 

 廊下   

 

 

 

 

 

 体育館   

 

 

 

 

 

①教師は避難経路確保 

②窓やドアを閉める。 

③カ－テンは開けたまま 

④電気を消す。 

①廊下の窓を閉める。 

②電気を消す。 

 

 

①素早く避難場所に避難 

 

 

 

   

 

 

 

 

生徒の確認 

 

 

 

４．避難後、直ちに生徒の確認をし、報告する。 

  学級担任 ⇒ 教頭 ⇒ 校長 

 

５．負傷者がいる場合は、応急処置する。 

  状況によっては救急車を要請する。（養護教諭と相談） 

 

６．教育委員会の指示に従って事後の処置をする。 

  生徒への指示・指導・・・・担任、生徒指導主事、校長 

  職員への指示・指導・・・・校長 

  教育委員会、関係機関への報告と今後の対策 

 

７．消防署への協力 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

応急措置 

救急車の要請 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関へ報告 
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 ■ 火災・地震の緊急校内放送要領 

 

 

 

 

 

通報や火災報知機が鳴ったら 

 

 

  

 

１．教頭又は主任・部長（居ない場合は、居合わせた職員）が、放送前の確認事項を遵守して下記の 

 通り放送する。 

 

２．放送前の確認事項 

  教頭又は主任・部長の指示で現場に２名以上の消火係職員が駆け付ける。 

 

  火災の場合は、駆け付ける途中で消火器を持っていく。 

 

３．緊急放送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ただ今、「       」より火災が発生しました。 

  初期消火に当たっていますが火の勢いが強いので次の避難口から避難してください。 

 

 ※２回繰り返す。 

 

② 避難場所は駐車場です。先生の指示で直ちに落ち着いて避難しなさい。 

 

③ 「押すな。話すな。離れるな。」をしっかり守りなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

４．火災通報 

  教頭又は主任・部長（居ない場合は、居合わせた職員）が、校内放送と同時に手分けして速やか 

  に下記の要領で通報する。 

 

  (1) 消防署へ電話    １１９番 

    ※２回繰り返す 

   『火事です。こちらは、根室市落石東１８０番地 根室市立落石中学校 が火事です。』 

   『出火場所は○○○で、現在の火災状況は○○○です。逃げ遅れた人は○○名です。』 

   『電話は２７－２１３４です。』 

 

  (2) 教育委員会へ電話   ２３－６１１１ 

 

   『落石中学校です。○○○から出火しました。繰り返します。 

    落石中学校です。○○○から出火し、現在延焼中です。』 

 

   『逃げ遅れた人は○○名です。消防へは連絡済みです。』 
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 ■ 落石中学校自衛防災組織 

 
 通報連絡・指揮 

教頭（校長） 
 ●根室消防署    ２４－３１６４ 

●根室市教育委員会 ２３－６１１１ 
●教育総務課学校教育グループ 
        内線２４１４・２４１５ 

  
 

 
 本部長 
校 長 

 副本部長 
 教 頭 

  
 

   
   避難誘導係 

 学級担任 
 生徒人員の確認 

生徒の安全確保・避難誘導  
  

  
初期消火係 
 教頭他３名 

火気・危険物等の安全措置 
防火戸の閉鎖・非常口確保・初期消火  

 
 

 
   

応急救護係 
養護教諭他１名 

 応急処置 
病院への搬送 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

  
救出・搬出係 
男子職員２名 

検索・救出 
非常持ち出し   

 
 
役  職 

 
職   名 

 
氏     名 

 
備     考 

 
委 員 長 

 
校   長 

 
 

 
 

 
副委員長 

 
教   頭 

 
 

 
 

 
 

 
１年担任 教諭 

 
 

 
 

 
 

 
２年担任 教諭 

 
 

 
 

 
 

 
３年担任 教諭 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

教   諭 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
養 護 教 諭      

 
 

 
 

 
 

 
事 務 職 員      

 
 

 
 

 
 

 
公 務 補 

 
 

 
 

 
 
防 火 管 理 者        

 
防火担当責任者 

 
    火 元 責 任 者 

 
 備   考 

 
 
 
校 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
１ 階 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 校 長 室 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 職 員 室 

 
 

 
 放 送 室 

 
 

 
 保 健 室 

 
 

 
 音 楽 室 

 
 

 
３学年教室 

 
 

 
 体 育 館 

 
 

 
 木 工 室 

 
 

 
 図 書 室 

 
 

 
 理 科 室 

 
 

 
 教 材 庫 

 
 

 
 
 
２ 階 
 
 
 
 
 
 
 

 
１学年教室 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２学年教室 

 
 

 
 生徒会室 

 
 

 
 家庭科室 

 
 

 
 コンピュータ室 
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 ■ 学校感染症・インフルエンザの場合 

  
１．学校感染症の発生 
  状況把握 
  ・事故発生（生徒・職員）の連絡 
  ・発病者の概要を把握 

 
 
 

 
感染症の発生 

 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

状況把握 
発病者の把握 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第１種 

 
第２種 

 
第３種 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
エボラ出血熱  
クリミア・コンゴ出血熱           
南米出血熱  
疱瘡  
ペスト  
マールブルグ病  
ラッサ熱  
急性灰白髄炎  
ジフテリア  
ＳＡＲＳ  
鳥インフルエンザ(H5N1)            

 
インフルエンザ  
百日咳  
麻疹  
流行性耳下腺炎  
水痘  
風疹  
咽頭結膜熱  
結核 
 
 
 

 
コレラ  
細菌性赤痢  
腸管出血性大腸菌感染症           
腸チフス  
パラチフス  
流行性結膜炎  
急性出血性結膜炎 
 
その他の伝染病 
 
 

   
 
インフルエンザの場合 
 
 ・罹患者数の調査 
 ・病状の概要 

 
 

 
（学級閉鎖） 
 インフルエンザ様症状を有し欠席してい
る生徒数が、在籍生徒数の20％以上(在籍数
20人未満においては４名以上) 

 
 
 
   

  緊急時 
  (1) 緊急職員会議の召集 
  (2) 校内生徒の発病状況の把握 
  (3) 発病者の個々の状況の理解 
 
２．学校医、教育委員会へ連絡（校長） 
  学校医の意見・判断に基づき事後措置 
  (1) 健康診断の実施、出席停止の措置 
  (2) 臨時休業の判断 
 
３．保健所等との連携措置 
  消毒、検便 
  原因調査への協力 
  衛生点検と改善 
 
４．保護者への連絡と協力要請 
  状況説明と今後の対応について 
 
５．事故の報告 
  報道機関の窓口は校長・教頭のみ 
  市教育委員会、関係機関 
 

 
 
 

 
学校医等への連絡 

 
 
   

 
 

事後措置 
 

 
 
 

 
保健所との連携 

 
 
   

 
 

消毒 
原因究明 

 
 
 
 
 
 

 
保護者への連絡 

 
 
 
 
 
 

  
 
事故報告 
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 ■ 食中毒の発生 

  
 
１．食中毒発生の連絡を受けたら、直ちにその概要を把握する。 
 
  対応は教頭、保健主事、養護教諭 
  食中毒患者の学年・氏名・生年月日と症状の把握 
  該当者以外の生徒の健康状況を把握（担任、養護教諭） 
  食中毒の内容を校長に報告する。 
  緊急職員会議の召集 
 
《給食の場合》 
 ・食事の内容、食事場所、発生時間、献立 
 ・検食の状況 
 ・食事の保管は給食センタ－ 
 
《学校での調理実習の場合》 
 ・試食の内容、試食場所、発生時間、献立 
 ・調理場所、実習者、材料及びその購入場所 
 
２．学校医、市教育委員会等への連絡（校長） 
  学校医の意見・判断に基づき、事後処置をとる。 
  ・健康診断の実施 
  ・出席停止の措置 
  ・臨時休業の判断 
 
  保健所と連携し、事後処置をとる。 
  ・消毒、検便 
  ・原因調査への協力 
   校内・・給食、調理実習、弁当、その他 
   校外・・野外炊事 
       各学校との情報交換 
  ・衛生点検と改善 
 
 
３．全校生徒、保護者への事情説明 
  状況説明と今後の対策について 
 
４．事故の報告 
  報道機関の窓口は校長・教頭のみとする。 
 
  市教育委員会、関係機関 
 

 
 
 

 
食中毒の発生 

 
 
   

 関係者へ報告 

 
 
 

 
事実の把握 

 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

状況の把握と指示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
関係機関へ連絡 

 
 
   

 
 
 
 

学校医 
市教育委員会 
 
 

 
 
 

 
事後処置 

 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
全校生徒への説明 
と指導 
 
保護者への説明 
 
 

 
 
 

 
事故報告 
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Ⅴ 事故・問題行動時の対応 

 

 １ 問題行動等発生時における処理系統 

 

 

 

 

 

 問題発生 

  

・学級担任 ・現場教師 

 

 

 
 
 
        (報告) 

 

 

  
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○ 記録化 

 
○ 教育委員会、関係 

  機関への連絡 

 

○ 対応の判断指示 

 
○ マスコミ対応 
 
○ 保護者説明会の開催 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

・教頭（校長）  

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止対策委員会 

 

生徒への指導 

 
状況確認・対応の競技 
 ・校長 
 ・教頭 
 ・生徒指導主事 
 ・学級担任 
 ・特別支援コーディネーター 
  ・ＰＴＡ役員＊ 
 ・学校評議員＊ 
 ・教育委員会＊ 
 ・児童民生委員＊ 

 ・警察＊ 

 
 ・学級担任 
 （要請職員） 

  

 
保護者への説明、指導 
 
 ・学級担任 
 （要請職員） 
 
 

 

    
 
 

 
 

 

 

 

 

職 員 会 議 
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 ２ 事 例 

 ■ 生徒が負傷をした場合 

  

１．事故発生の報告 

 (1) 授業中………教科担任から職員室・養護教諭へ 

 (2) 他の場合……周囲の生徒あるいは近くにいた教師から職員室・養護教  

 諭へ 

２．即座の対応 

 (1) 職員室の教師は、すぐ事故発生現場に駆け付ける。状況に応じては担  

架を持っていく。 

 (2) 養護教諭も直ちに現場に駆け付ける。状況に応じて、止血用具・副木  

を持っていく。 

 (3) 負傷に応じた応急措置をとる。 

 (4) 救急車が必要な場合には、直ちに要請する。 

  要請（学校名、氏名、負傷の部位、程度等） 

 (5) 負傷をした生徒の保護者へ連絡する。 

  ① 負傷の状況と生徒の様子 

  ② 生徒移送手段と移送先の病院名 

  ③ 健康保険証の確認 

 (6) 残った生徒の安全確保と指導体制を確保する。 

 

３．病院への移送と診断、治療 

 (1) 救急車を要請した場合は、消防署から教育委員会へ連絡が入るので、  

先に一報を入れる。 

  (2) その他の場合は、職員の自家用車を利用しない方法で移送する。 

  ・保護者の車、タクシ－ 

 (3) 管理職及び担任、担当教諭は速やかに病院に向かい、保護者に状況を  

説明する。 

 (4) 診断と治療が終了するまで、担任（又は養護教諭）は付き添い、校長  

・教頭へ結果を報告する。 

 

４．職員への概要説明と事故再発防止の対策の確認 

 

５．保護者への適切な対応 

 (1) 施設設備の欠陥や教育課程内での事故の場合には管理職が家庭訪問し、 

 深謝する。 

  ① 事実関係と原因 

  ② 学校の措置と今後の対応 

  ③ 治療費 

 (2) 生徒の不注意や悪戯が原因であっても、担任は負傷の回復までは、誠  

意を持って対応する。 

 

６．関係機関への報告 

 (1) 市教育委員会 

 (2) 必要に応じてＰＴＡにも概要説明 

 (3) 日本スポーツ振興センター災害救済給付の手続きを行う 

 

 

 

 

 

事故の発生 

 

 

   

 急ぎ関係者へ報告 

 

 

 

 

即座の対応 

 

 

   

 

 

 

応急処置 

救急車要請 

 

 

 

 

 

保護者へ連絡 

 

 

   

 

 

 

 

負傷の状況 

病院名 

健康保険証 

 

 

 

 

 

病院への移送 

 

 

   

 

 

 

付き添い 

（救急車要請時に 

 市教委へ一報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診断結果の報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

概要説明 

事故再発防止 

  

 

保護者への対応 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関への報告 

 

 

   

  

 

 

 

 

ＰＴＡと連携 
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 ■ いじめ問題への対応 

  
１．いじめ問題を発見する。 
 (1) 保護者の訴え、児童生徒本人からの訴えや連絡、周りの生徒からの通  
報、教師による発見など。 
 
２．即座の対応 
 (1) 事実関係を把握し、報告する 
   担任⇒生徒指導主事⇒教頭⇒校長 
   いじめ防止対策委員会の招集、対応・指導方針の協議 
 (2) 全職員で、学校としての考え、指導方針等を共通理解する。 
 
 
３．生徒への指導 
 (1) 被害生徒、加害生徒への指導。状況によっては学校全体の指導を進め  
る。 
  (2) 生徒のプライバシーに配慮しながら、学級・学校全体に伝える。 
 
 
 
４．保護者への対応 
 (1) 被害生徒保護者 
  実情とこれまでの指導の経過および今後の対応について説明し、理解と協 
 力をお願いする。 
 
 (2) 加害生徒保護者 
  実状を説明し、今後の対応について理解と協力をお願いする。 
 
 
５．ＰＴＡ等への説明と、協力依頼 
 (1) 生徒のプライバシーに配慮しながら、保護者にいじめの実態と学校の  
指導方針、指導経過について説明し、理解と協力を依頼する。 
 (2) ＰＴＡと連携し解決を図る。 
 (3) 教育委員会、児童相談所と連携し解決を図る。 
 
６．指導の継続 
 (1) 随時、指導の経過を報告する。 
  （担任 生徒指導カウンセラ－ 教頭・校長 
 (2) 直ぐに解決せずに長引くこともあるので、継続観察、継続指導が不可  
欠である。 
 
 

 
 
 

 
いじめ 

 
 
   

 関係者へ報告 
 
 
 

 
即座の対応 

 
 
   

 
 
 

状況把握 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

被害生徒   
対応 
 

 
加害生徒  

  
 
 

学級全体への指導 
全校生徒への指導 

 
 
 

 
保護者への対応策 

 
 
   

 
 
 
 
 
 

該当生徒の保護者 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
ＰＴＡ等との連携 

 
 
   

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
指導の継続 
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 ■ 校内で暴力事件が発生 

  

１．暴力事件を発見する。 

  被害者からの訴えや連絡、保護者からの訴え、周りの生徒からの通報、  

 教師の発見 

 

２．即座の対応 

 (1) 事件の発生の報告 直ちに現場に急行して仲裁する。 

 (2) 負傷をしている場合は応急処置（迷ったら重い方に判断） 

     重傷 救急車要請（養教・教頭 １１９番） 

     学校名、住所、負傷部位を告げる 

   保護者への連絡（学担、副担） 

 (3) できるだけ専門医の診察を受ける。 

 (4) 外傷はなくても、精神的なショックを受けている場合があるので慎重  

に判断する。特に頭部の負傷は要注意 

 (5) 被害生徒の見舞いには校長はじめ、関係の教師、加害生徒並びに保護  

者に同行して誠意を示す。 

 (6) タイムテ－ブルの記載 

 

３．事実関係の把握と報告 

 (1) 当該生徒より事情を聞く。 

 (2) 発見者、通報者からの状況収集 

 (3) 全職員で、事件の概況と今後の対応について共通理解を図る。 

 (4) 事実関係は正確に把握して記録する。 

 

４．教育委員会へ口頭報告（教頭） 

  警察へ連絡する場合もある。 

 

５．被害生徒、加害生徒への指導をする。 

  状況によっては学年集会、全校集会で対応し、他の生徒の動揺を抑える。 

 

６．他の生徒への対応 

  当該生徒のプライバシーに配慮しつつ、事件の説明を行い、憶測による噂 

 が拡大しないようにする。 

 

７．保護者への対応 

 (1) 被害生徒保護者 

  事実と今後の対応について説明し、理解と今後の協力をお願いする。 

 (2) 加害生徒保護者 

  ① 事実と今後の対応について説明し、厳重注意すると共に再発防止の理 

  解と協力をお願いする。 

  ② 被害者への見舞い並びに謝罪と補償問題 

８．状況によってはＰＴＡ等にも説明し協力を依頼する。 

９．関係機関へ事故報告書で報告（公文書で） 

10．報道機関への対応（窓口の一本化 校長） 

11．被害、加害生徒への事後の継続的な観察と指導。日常的に非暴力の指導 及

び監督を行う。 

 

 

 

 

 

暴力事件の発見 

 

 

   

 関係者へ報告 

 

 

 

 

即座の対応 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況把握 

応急処置 

（救急車要請時は 

 市教委へ一報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実関係の把握 

 

 

   

 

 

 

 

状況収集 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会へ一報 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者への対応 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関への報告 

 

 

 

 

 

 

  

 

継続的な観察指導 
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 ■ 不審者侵入への対応 

  

１．不審者の侵入 

 (1) 状況把握 

  ① 事故発生（生徒・職員）の通報 

  ② 刃物などの凶器の有無を確認 

 (2) 生徒の安全確保 

  ① 居合わせた教師、駆けつけた教師は、防護用具（刺股、椅子等）で生 

  徒の身辺警護にあたる。 

                                                                    

２ 避難誘導 

 (1) 緊急連絡（教頭） 

  ① 緊急放送「不審者が校内に乱入しました。先生の指示に従って、非難 

  して下さい。」（繰り返す） 

 (2) ただちに非難させ、生徒の安全を確保 

  （居合わせた教師、駆けつけた教師） 

 

 

 

 

事件の発生 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険からの回避 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

生徒のパニックを抑える 

生徒の生命が第一 

冷静な判断 

 

 

 

 

  

  ① どこから非難させるか。 

  ② 避難場所への誘導方法 

※ 不審者の状況から避難が困難な場合は、教室で待機させる。 

 

３．警察署、消防署への通報（教頭） 

４．ＰＴＡ会長に一報 

 

５．タイムテーブルの記入（教頭） 

 (1) 嘘や曖昧な表現は絶対にしない。 

６．生徒の不安や動揺を抑える 

 (1) 安全の確認 

 (2) けが人に対する応急処置（養護教諭） 

    負傷の程度によっては病院に搬送する。 

 (3) 生徒へ励ましの声掛け（継続） 

 (4) 心のケア（継続） 

７．報道機関への対応 

 (1) 窓口の一本化（校長） 

 (2) 関係機関への連絡 

  ① 警察署  ② 消防署  ③ 病院  ④ 教育委員会  ⑤教育局 

  ⑥ 校区の小学校  ⑦ 校長会 

８．緊急全校集会の開催 

 (1) 怪我人の有無、生徒の心のケア 

９．保護者会への報告 

 (1) 保護者への連絡が可能になった段階で、速やかに事故の発生について  

 伝える。 

 (2) 不審者の身柄が警察に確保され、生徒の安全が確認された段階で、保  

 護者に引き渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察署へ連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

侵入者の逮捕 

  

 

事後処理 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関への対応 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事件の総括 
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 ■ 喫煙・その他 

  

１．事件の発見・通報  

 

 

 

事件の発生 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・喫煙 ・器物破損 ・授業妨害 ・校則違反 ・反抗 ・深夜徘徊 

・集り ・不純異性交遊 ・その他 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

事件の発見・通報 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 (1) 問題の大小にかかわらず、「報告、連絡、相談」を欠かさない。 

    校内外の巡視を行う。 

 (2) 生徒の交遊関係が広域化しているので、保護者や地域、他校、関係機  

 関からの情報を収集する。 

 

２．事件の概要を把握する。 

 

 

 

 

事件の概要把握 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

いつ、だれが、どこで、なにを、どうしたのか 

 

 

  

 

 

 

 

指導・対策協議 

 

 

 

  常に５Ｗ１Ｈを大切にする。 

 

 

 

 

３．指導・対策協議 

 (1) 情報交換を大切にする。 

 (2) 担任のみで問題を抱え込まず、共通点も多いと思われるので全体のも  

 のとして提示する。 

 (3) 臨時職員会議を開催し、事実と対応策について共通理解をはかる。 

 

４．関係生徒への指導 

  担任のみに任せず本校の「非行問題発生時における処理系統図」を基本に 

  臨機応変に対応する。 

 

５．保護者との緊密な連携 

  事件によっては、家庭訪問の他、学校に保護者を召喚をして事実・指導の 

 経過・今後の指導方針を伝え、協力を依頼する。 

  日常的に気が付いたことや小さな問題のうちから、保護者に伝えることが 

 基本。 

 

６．非行防止、再発防止指導の目安 

 (1) 日常の学校生活の指導の中で、「規律、規範、約束にル－ズな生徒」は 

   問題行動を起こしたり、非行に走ることが多いこと。 

 (2) 「友達関係を上手に結べない生徒」は不登校に発展しやすいこと。 

 (3) 「感情の起伏の激しい生徒」は暴力行為を起こしやすいこと。 

 

 以上のことなどを意識して生徒との触れ合いを強め、兆候が見えたらすぐ対 

 策を立て、指導することが生徒指導の基本となる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係生徒への指導 

 

 

   

  

 

 

 

 

保護者との連携 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続指導 
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■ 万引き・窃盗 

  

１．事件の発見・通報 

 (1) 保護者（学校）に通報 

 

 

 

 

事件の発生 

 

 

    

 

 

 

 

・ス－パ－、商店等から通報 

・警察から通報 ・生徒からの通報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早急な対応 

 

 

 

 

 

 (2) 原則として保護者が引き取る。 

 (3) 保護者が不在のときは、学校に通報があるので、担任が引き取る。 

 

 

２．事故発生状況確認 

  的確に事実の把握 

  ・「一過性か、繰り返しか、単独か、集団か、強要されたのか、教唆され 

   たのか」を把握する。 

 

 

 

 

事件の概要把握 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いつ ・どこで ・誰と ・何を ・どのようにしたのか。 

 

 

  

  ・他に余罪はないか。 

 

３．今後の対策を協議 

 (1) 規模、内容に応じて学年・指導部で対応を協議 

 (2) 日頃から組織を整え、情報収集に当たり、非行の兆候をいち早く把握  

  して対処する。 

 

４．関係生徒の指導 

 (1) 生徒への指導を行う。 

 (2) 保護者との話し合いを行う。 

  ・家庭訪問 

  ・保護者召喚 

  ・保護者への指導 

 

５．親子で謝罪、弁済に行くように勧める。 

 

６．継続指導を行う。 

  生徒の反省を促し、意識・態度を改めるための継続指導を行う。 

  内容によっては、学年・全校集会を行う。 

  内容によっては、ＰＴＡとの連携を図る。 

 

７．関係機関への報告 

  事件の状況については適時報告し指導を受ける。 

  「非行事故報告書」を提出する。 

 

 

 

 

 

 

対策協議 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

関係生徒の指導 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

謝 罪 

 

 

 

 

 

 

  

 

継続指導 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会へ報告 

 

 

  

 

 

 



- 24 - 

 ■ 家出への対応 

  

 

１．保護者からの教師の通報 

  「いつからか」「原因と思われること」「思い当たる行方」などを聴取する

。 

 

２．状況を把握 

 (1) 担任は速やかに管理職に報告し、管理職は職員を召集し、事情聴取や  

以後の対応について確認する。 

 (2) 当該生徒の学校生活の状況について、関係職員や友人から情報を収集  

する。特に、事故発生直前の様子について、詳細を把握する。 

 (3) 当該生徒と交流の深い友人には当該生徒のプライバシーに配慮し、無  

用な口外を避けるように指導するとともに、携帯電話等で連絡があった場  合

は、速やかに学校に連絡するように指示する。 

 

３．保護者との連携 

 (1) 保護者に捜索願の提出を勧める（反正、自殺等を想定） 

 (2) 当該生徒の金品の所持や着替え等の持ち出し、家出時の服装や交友関  

係等の情報、家出直前の様子、過去に家出歴があれば、その時の状況につ  い

て確認し、警察に情報提供するように勧める。 

 (3) 置き書き等がない場合には、当該生徒の机の中やパソコンの記録など  

を確認するように依頼する。 

 

４ 関係機関への対応 

 (1) 警察と情報を共有する。必要に応じて、立ち寄りが予想される施設等  

の管理者にも協力を依頼する。 

 (2) 捜索は可能な限り複数で行い、状況を定期的に管理職へ報告する。 

 

５ 教育委員会への報告 

 (1) 事故の概要について、速やかに報告する。 

 (2) 状況の変化に応じ、適宜報告する。 

 

６報道への対応 

 (1) 報道機関や関係機関等との対応は管理職が当たり、窓口を一本化する。 

 (2) 収集した情報を関係機関や報道機関等の外部に提供する場合は、保護  

者と連携し、当該生徒のプライバシーに配慮する。 

 

※ 家族全員の失踪の場合は、早急に警察に情報提供し、捜査を依頼する。警 

察と連携し、必要に応じて報道機関等に対しても捜索の協力を依頼する。 
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 ■ インターネット上の誹謗中傷への対応 

  

 

１ 状況の把握・書記対応 

 (1) まず、書き込みの削除を最優先に考える。 

 (2) 担任は、当該生徒から詳細を聞き取る。電子掲示板を開いて書き込み  

の内容やURLを確認する。 

 (3) 詳細を聞き取る際には、当該生徒の心情を受け止めつつ、必要に応じ  

て心のケアを図るようにする。 

 (4) 全職員で情報を共有する。 

 

２ 掲示板への対応 

  「当該生徒の精神的負担を最小限に食い止める」「書き込みの内容がエス 

カレートすることによる二次的トラブルを未然防止する」を目的に、次の手 順

で早期に電子掲示板からの削除を依頼する。 

 

 

 

 

 

状況の把握・初期対
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①生徒からの相談 

 

 

 

 

 

 

  

 

②内容の確認・保存 
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③管理者への連絡 
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④削除依頼 

 

プロバイダ・サービス提供会社 

 

 

   

 

 

 

 

削除拒否 

 

削除依頼 

 

 

   

 

 

３ 全校生徒への指導（状況による） 

 (1) 電子掲示板のマナーについて 

 (2) 誹謗中傷を見つけたら、直ちに保護者や教職員に相談すること 

 (3) 電子掲示板への誹謗中傷の書き込みは、名誉毀損や侮辱罪といった犯  

罪になること 

４ 教育委員会への報告 
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 ■ 教育上のトラブルへの対応 

  

１．教育上のトラブル発生 

 

２．相手の言い分を丁寧に聞く 

 (1) 謙虚に聞く姿勢を示す。 

 (2) 授業との関わりで都合の悪いときは、その理由を告げて、会える時間  

を約束する。 

 (3) 相手の気持ち、言い分を素直に聞く。 

  ・保護者が何を訴えたいのか。 

  ・電話の場合は、直接会って話を聞ける場を持つ。 

  ・問題の掌握と解決策の提示 

 

  苦情内容の報告 

  ・受けた職員 学年主任 教頭 校長 

 

３．事実関係の把握 

  原因を明確にする。 

 (1) 問題点は何か、事実はどうか十分調べる。 

 (2) 教師の指導力不足が原因の場合は、謙虚に反省し改善する点を明確に  

 する。 

 (3) 保護者の理解不足が原因の場合は、相手の立場にたって聞き、考え、  

 理解を図る。 

 

４．報告・連絡・相談の徹底 

 (1) 常に「ホウ・レン・ソウ」を心がける。 

 (2) 報告する際、隠したり偽りの報告をしない。 

 

 

５．話し合いの場を持つ。 

 (1) 相手を説得しようとするのではなく、相手の気持ちを聞くという態度  

 を大切にする。 

  (2) 返答は明確に行い、別の解釈ができるような曖昧な言い方はしない。 

 

６．トラブルに応じた解決策 

 (1) 教師の指導力や対応に問題がある時は、丁寧な謝罪と説明をする。 

  （言い訳をせず、直接会って素直に謝罪する。この時、校長か教頭または 

   該当主任が同行する。） 

 (2) 組織を生かした対応をする。 

 (3) 全教師が問題点の事実等を共通理解、共通認識する。 

 

７．教育委員会への報告 
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Ⅵ 附則 

 

 このマニュアルは、平成２１年６月１日に策定し、策定日より施行する。 

 このマニュアルは、平成２３年５月６日に一部改訂した。 

 このマニュアルは、平成２３年１０月３１日に一部改訂した。 

  このマニュアルは、平成２４年４月１１日に一部改訂した。 

  このマニュアルは、平成２５年５月８日に一部改訂した。 

  このマニュアルは、平成２５年１１月２０日に一部改訂した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


